
コンプライアンス委員会
（第５回）
令和５年３月22日
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 誰もがデジタル化の恩恵を享受できるよう、デジタル原則を踏まえたアナログ規制の横断的な見直し、デジタル推進
委員等の取組を強力に推進。

 政府情報システムについて、年間を通じた一元的なプロジェクト監理を実施し、重複投資を排除し、効率的で利便性
の高い情報システムの整備を進め、使い勝手のよい行政サービスを実現する。

 社会全体のデジタル化を推進、牽引していくため、司令塔となるデジタル庁の体制を強化。
⇒ デジタル化による新しい付加価値を生み出し、社会的課題を解決するため、

誰一人取り残されないデジタル社会の実現を目指す。

令和５年度 デジタル庁予算のポイント

【政策等経費】
• マイナンバー制度の推進のための広報、生活に密接に関連する準公共・相互連携分野のデジタル化を推進する。
• 社会のデジタル化を阻むアナログ規制の見直しを行うとともに、デジタル推進委員等を全国に展開する。
• デジタル社会の実現に関する司令塔としてデジタル庁の体制を強化（定員83名、非常勤職員117名、期間業務職員16名の増）。

【情報システムの整備・運用】
年間を通じた一元的なプロジェクト監理を実施し、重複投資を排除し、効率的で利便性の高い情報システムの整備を進める。

【デジタル庁システム等】
ガバメントソリューションサービスやガバメントクラウド等の各府省が共通で利用するシステム・ネットワークの整備、地方公共

団体の基幹業務システムの統一・標準化を加速するための環境整備、公金受取口座の金融機関経由での登録開始にかかる環境整備、
共通基盤であるマイナポータルの利便性の抜本的改善、事業者に対するオンライン行政サービスの充実等を推進する。

【各府省システム等】
国の情報システムの整備・管理の基本方針等に基づき、デジタル庁で整備する共通基盤等の利活用を前提としたシステムの統合・

共通化、情報連携を進め、国民にとって使い勝手のよい行政サービスを実現する。
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Ｇ７群馬高崎デジタル・技術大臣会合
英語：G7 Digital and Tech Ministers’ Meeting in Takasaki, Gunma

令和５年４月２９日（土）、３０日（日）
群馬県高崎市 ※宿泊は伊香保温泉又は高崎市内

会合会場：Gメッセ群馬
社会全体のデジタル化、｢信頼性のある自由なデータ流通（DFFT）｣の推進、イノ
ベーション推進に向けた新興技術、デジタル競争、責任あるAIとAIガバナンスの推
進、安全で強靭性のあるデジタルインフラ、インターネットガバナンス

議⾧国（日本：デジ庁、総務省、経産省）、 G7（仏、米、英、独、伊、加）
EU、招待国、国際機関

産業界等の参画によるマルチステークホルダー会議の開催に加え、我が国のICT技
術などを各国にアピールし今後の国際展開・国際連携を促進するため展示等を行う
とともに、地方創生に貢献するため各種イベント等を実施

名称

開催日程、場所

関連する取組

テーマ

参加国等

Ｇ７群馬高崎デジタル・技術大臣会合の概要
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